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シラバス 

授業題目 アートで考える政治学 

到達目標 

［新入生向け］ 

・難解な政治学をアート（芸術）という媒体から考えることで、学生自身が主体的に政治

学や政治現象に対し、興味関心を持てるようになる。 

・学生自身で面白いと感じた芸術作品について、自分の興味関心を学生自身の言葉で他者

に伝えるプレゼンテーション能力を磨く。 

・講義では、芸術の読解、政治性に関する議論、学生発表を通じ、「見る」、「聞く」、「話

す」、「書く」の４技能を身につける。 

・イメージを読みとく力を習得し、学生同士で議論できるようになる。 

 内容 授業方法   

1 回 イントロダクション（アートで「政治」を考えるとは何か） 講義・コメントシート 

2 回 アートから権力を考える（権力の３類型） 講義・コメントシート・討議 

3 回 政治制度とアート（民主主義、権威主義、全体主義） 講義・コメントシート・討議 

4 回 権力者はアートでどのように描かれるのか（民主主義と市民参加） 講義・コメントシート・討議 

5 回 日本の政治過程とアート（選挙ポスター、愛知トリエンナーレ） 講義・コメントシート・討議 

6 回 美術館への訪問・興味のある美術作品の発見 フィールドワーク（現地集合） 

7 回 美術作品のプレゼンテーション（1回目） 発表・講評 

8 回 美術作品のプレゼンテーション（2回目）と講義まとめ 発表・講評 

授業外課題 

普段から何気なくみている写真やイメージ、アートについて関心を持っておくこと。 

第 7回、第 8回のプレゼンテーションでは、二度の自発的な資料作成・発表練習が求められる。 

政治学や美術史のテキスト適宜提示するので、授業前に軽く目を通しておくこと。 

主体的に美術館や博物館に訪れることが望ましい。 

学習評価 

・授業への参加 40%（毎回のコメントシート、学生同士のディスカッション、発言回数） 

・フィールドワーク小レポート 20%（1000 字程度、12/2 提出締め切り） 

・プレゼンテーション課題 40%（軽負担のプレゼンテーションを第 7回及び第 8回の二度行う） 

備考 

教科書、参考書は、以下の文献を参照されたい。 

リンダ・ノックリン『絵画の政治学』（ちくま学芸文庫、2012 年） 

若桑みどり『都市のイコノロジー』（青土社、1990 年） 

秋山和宏・照屋寛之編 『新編 現代政治過程』 （三和書籍、2018 年） 

ガブリエル・A・アーモンド、シドニー・ヴァーバ著 石川一雄・薄井秀二・中野実・岡沢憲芙・深谷満雄・木村修三・

山崎隆志・神野勝弘・片岡寛光訳『現代市民の政治文化―五カ国における政治的態度と民主主義』(勁草書房、1974

年) 

 


